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☆お客様紹介

会長 赤 尾 秀 雄

畦日  浩 様

(大章女子大字)

力石 輝 夫|ま

(東京多庫RC)

☆ 会 務 報 告

■理事会報告

= = =第 127回例 会 報 告(5/1 9 ) = =‐

司会 SAA吉 尾警太郎

☆点   鐘       会 長 赤 尾 ホ 雄

☆ロータリーツンタ 「それてこそ□―タリー」

ネ地区言少年交換学生志願者の面僚実施

下記の著より質験手の提出あl_n、事務局に

て事前面接を実施し、関係書類を地区宛に

提出した。

〔貫駿者〕親沢志澤子 (多厚市落合在住)

部立狛江高技 3年

出中いずみ (相慎原市お野森)

多厚大学付広聖ケニ石枝 1年

☆ 幹 事 報 告     会 長 赤尾 未進

■例会臨時変更

東京調布RC

6/7(月 )-6/4(金 )

東京武蔵府中RCa立 5周 年記念式典へ

6/囲 〈月)→ 夜Pe3例会 くうがい鳥山)

東京稲強RC

6/3(月 )-6/4(金 )

東京武蔵府中RC台 1立5周 年記念式典へ

東京狛江RC

6/4(金 )-6/4(金 )

東京武蔵府中R COI立 5周 年記念式典へ

東京日園調布RC 例 会場変更のう知らせ

平成5年 7局 2日 (金)よ り

大森東eイ ン5F ビ ジターフィ 3,51X8

申

次年度会長 債 合 舜 三

東分区次期会長 幹 事の始めての会が開か

会長 赤 尾 未 彊

5/13(末 )読 売グリーンクラフ|こて開催さ

れた第18回転時理事会において、下記の議

題につき書議決定された。

〔護題 1〕 本 年度親暖旅行の具体め計画に

ついて杉日親嘩章員長の説明を受け、実議

なく決定した。先の理事会決定通り移動例

会による全員登録をもって実施する事を再

確認した。

(議題 2〕 下 記会員候補の推扇を承認した。

6井   常  碑 京ニフラザホテル多厚

取締役総支観人

(推薦人 :内藤  費 会員)

〔議題 3〕 本 年度を終例会 (6/311)の会場

を京二",市 ル多唇にすることを決定した。



れ、次期の年Fen予定

が発表されました。

7/14 調 布の全子分

区代理による当クラ

ブヘの表敬訪間が決

定。

各季員会の活動計画

が出揃しヽ 予算も大

話めに来ている。皆様との協議会を6月 7

日夜を予定したし、 会場は追って連絡致し

ます。

☆ 委 員 会 報 告

★ 親 睦 委 員 会  親 嵯義 森田 舞子

宮本  誠  連 抹終わった途端に乗晴らしい

天気が続きますね。

以上 合 計 31 000円

★青 少年奉 仕委 員会

季員長 吉 沢 洋 言

力石 輝 夫

(多摩 RC)

本日はかせ言3になり

ます。

大熊 将 夫 め を傍よ

うこそ。 4月 にお婚

薬物乱用防止のバンフ

レット、ボックスが揃

いましたので、各事業

所で置いて頂じる所に

か配りしたいと思いま

す。また更に数を増や

して幅広<配 って運動を盛り上げたいと思い

ますので宣しくこ協力願います。

★ ロータ リー財団委員会

委員長 小 坂 一 郎

先たって□―'リ ー

財団の会長ダクターマ

ン氏の豪敬訪間という

ことで品)で 会が園か

先日め見せしたエイ

ズ撲減キャンペーン、

跳基奮「念局、現早沓/
席しました。当日会長

から 「こ々なBIE lから

ニコニヨBOX

祝いをいただきましたので。

橋El 辛 三 先 月家内が誕生日祝いを頂いた

ので。

吉沢 洋 景 先 週は出られませんでした。

高村  弘  仰 gE沙求で中し訳こさいません

村上  久  や っといい天気になりました。

このまま続いてもらいたいものです。

酒肢 末 男 も う夏ですね

垣野 党 一 萩 生日さん、家内がお世話にな

19ました。

ま生日茂夫 咋 Cm3 7t5野さんの実様にお会いし

て大変良いショットを拝見しました。私も

もとより、海野さんも央さんに良<教 えて

頂きなさしヽ こ忠告まで。

赤尾 未 進 大 雲女子大学社会情報学部長、

職日 浩 傍ようこそお越し下さいました。

大松 訊 二 八 ヶこの光と風を浴びて来まし

た。非常に衷快であります。

佐冶 和 店 今 月はじめてですね。

森日 舞 子 お 客様ようこそ。思いがけない

仕事が受注出来たので。

杉日  説  皆 様のこ協力で親畦旅行のスケ

フ]― ルが出来ました。

寄付を頂いていますが、直接皆さんはそれら

を整にあげたかと云う事はわからない。然じ

頂いたもので世界の困っている方々、護かし

らが助けられている。皆さl■は私の様に直接

手に触れて握手は出来ないが、皆様のう店で

そういう方々がいるんなものから救われてい

る事にff3し、深<感 謝していますJと いう0

話しがありました。

★ 会 報 委 員 会   委 員長 奥EB文 夫

いつも会報をこ愛読頂き有難うこさいます。

今E3は皆さんの手元に会報に関するアンケー

トを配らせて頂いています。これは安員会て
一年F99やってきた事に対する皆さんのこ批判、

こ意見をうけたまわるうとこう亨と、来期の

套員会に皆さんの意見を継けていきたいので、

是非こ協力δ願い致します。



総数 出席 M U 欠席 出席率

森 昌 33 5 6 範評

事 里 4 4 2 8 813隊

事
々
足 46 ハ５ 7 2 955陣

回収は今日の帰り、または来週の例会、

るいは事務局へFAXて か送り願います。

★ 出 席 委 員 会   委 員長 宮本

出席免除者 4名

〔今週のメークアッフ〕

遠藤 二 PB(5/13 多 摩RC)

橋本 幸 夫 (5/12 地区協議会)

北村 章 彦 (5/10 会長 幹 事会)

中山 恒 氏 (5/18 東京みなとRC)

津守 弘 範 (5/12 地区協議会)

〔欠席届出者〕

足立潤二郎、小島周二郎、伊や0

永日 健 に、奥木 博 8坊、横倉

悪らしの映像社の鈴木 浩 と0し ます。

お手元の映画のテランをど寛になって何か

0気 うきになったことがおありでしょうか。

これら4本の映画は、いつれもフイリピン1こ

出かけて行って撮影をしてきたものです。

皆様はフイリピンと的いて、どんな事を息

い浮かべるのでしょうか。映画の振彰で行く

事になるまで、私はフイリピンに行った事は

ありませんでした。フイリピンに対するイメ
ージも、経済的に貧しい国、治安の悪い日と

いったようなもので、特別な感′けもなかった

というのが本当の所です。ところが映画を作

ることtこなって、何回もフイリピンl_足を運

び、様々な場所を訪ね、多くの人々と出会う

ことになったのです。私が出会ったフイリ亡

ンの人の生活の資しさ 十一 それは日本では

考えられないような会しさでした。

フイリピンに行く事になったのは今から8年

前 「わが心の里子たちJと いう映画の撮影の

ためてした。キリスト教児畳福社会(∝W的、

日際情神里親運動部という社会福祉た人から

映画製ltを依拒されました。このCCWAは 、

アジアの人々と共に歩むことを目的に活動し

ているNGO、 具体的には、□際宿神皇親運

fjという運動をやっています。この運動は、

発展途上国の資しい子供たちの健全な成長と、

家族や地域の人々の生活向上、自立のlxP造を

願いつつ、指争0的な里親として子供たちの成

長に必要な経済的な援助協力をしていくもの

です。この運動の話しを最初に問いたとき、

私はいくつかの疑間を持うました。なぜフイ

リピンなのか。日本にも因っている子供もい

る言ではないか? ア フリカの飢餓の方がも

つと深刻ではないか? 安 易な援助はかえっ

てその人々の自立を坊けるのではないか?―

見とてももぅともらしく聞こえる疑P35のよう

ですが、実際にフイリピンに行ってみると、

考えが変わりました.

フイリピンでどんな現実と出合い、自身ガ

どう変えられていったかを、つぎに話してま

いります。

フイリピンでは、標準世帯、 6人 家族の 1

Bの 衣食住に必要な最低生活身は 7抑円とい

われていますが、全体の65%以 上の人々がこ

斉=

恒整

〔先週のメークアッフ〕

伊神  袴 (5/13 多摩RC)

小坂 ― 宮|(5/8 RI会 長公式訪PoR)

★ 親 睦 委 員 会   委 員長 杉日  説

*移動例会及び親確旅行のご案内

今回は内藤会員のこ尽力ですべての手配を

京二観光tこて行わせて頂きました。

詳しいスケシュールはこ旅程表を参考願い

ます。なお、親鶴旅行票移動例会と云う事て

全員登録となっていますので、期限(5/西)ま

でに会費22,000円の納入をδ願い致します。

【ゴルフ担当】 親畦委員 橋□ 洋三
十場 所 ,諏訪ゴルフ倶楽部

ネ日 時 :6/3(末)736～ 1500

ネ参加者 t16名

【テ ニ ス担 当 】 親睦委員 大 松 説 ニ

ネ場 所 :ホテル、インドアテニス2面 予約

ネ日 時 16/2(水)ホ テル到着後約 2時 間

ネ申込み :来週までに私または宮本会員まで。

il持 I悼 話 】 ,‖ ■ 干IⅢ =や ItrⅢ HIH■

「分かち合う喜び』

暮らしの映像社 鈴木  浩



の最低生活,以 下の生活を整いられています。

私たちは、いくつかの家族の生活のありのま

まの姿を覗かせてもらいました。その中でしヽ

まも忘れることが出来な|＼ ある家族と由合

いました。ベルナンギスさんといいます。ノヽ

すイ島のイロイBと いう所の海に衝した小さ

な家に住んでいました。家は柳子の素や竹て

作った粗末なもので、家の中から星空が見え

ます。満う湖になるとおの水が家の中に入っ

てくるそんな家でした。昼Fesはぃぃですが、

雨や風の強い日、寒い時は困ります。電気、

ガス、水道、トイL/はありません。家援印

人でした。0視 と子供が6大 。お父さんは大

工さんでしたが、仕事のない日が多く生活の

必要を満たす事が出来ません。次女のマリベ

ル、当時12才、6年生の女の子を中′けtこ撮影

をさせてもらうことになりました。マリベル

は学校から帰ると、畠いて近くの井戸で水を

lIみ、皿を沈しヽ 掃除4Lします。早く家事を

すまして、明るいうちに宿題や勉強をしなけ

ればならないからです。電気のないマリベル

の家では、夜に宿題や勉強をするわけにはい

かないからです。

ある日この家族の夕食を撮彰させてもらう

ことになりました。空き低を利用してつ<っ

た灯油のうンフがテーブルをぼんやりと照ら

しています。テーブルを見て私はアッとeい

ました。テーブルの上にあったのは、二匹の

干し魚とご顔と水だけT‐ったのです。家族 8

人でたったのこれたけなのです。ベルナルギ

又さん一家は感謝の祈りをしてから食べはじ

めました。手し魚を少しつつ、少しうつちぎ

ってたべています。意増いランフの明かt9の

中でわずかな食べ物も分かう合って食べてい

る家族の姿に食しさは感じられませんてした。

aじ るわずかな食へ物に感説し、分かう合う

心の豊かさと実しさを感じました。

ある時、真夜中の海を撮影するため海の近

くの小屋におまった時、蚊ガ入ってくる小屋

で寝ようとするといつのF93にか蚊帳が置いて

あります。余分な蚊帳など持っていないので

すから私たちに蚊帳を貸してくれた方はその

夜は岐帳なしてす。フイリピンのあうこうで

このようを大々のやさしさにふれました。

フイリピンは本来自然tこ百まれた、資源の

とがな□なのになぜこんなtこ貧しいのか、私

はフイリピンは☆しい□ではなく、貧しくさ

せられている国でtまないかと思います。資源

から産み出される0額 の目みが、外国の資本

家や、多□籍企業そして彼与と手をね0フ イ

リピン人エリートによつて独占されていると

いう現実があります。

子供たちが英妄失調にならないような食事

をさせたしヽ 病気の時は医者に診てもらいた

しょ どの子もせめて委務教育たけは受けさせ

たし、 一生懸命働いたら、普通に喜らせるよ

うになりたしヽ 荘でも願っている当然のこと

を求めてt るヽのたと思います。

また援助出来るとしたら、どんなことがい

いのがという問題ですが、本当tこ難しい問題

です。ODA、 いわゆる政府Fa3援助でフイリ

ピンに港や道路、橋などが建設されている訳

でC「。ところが、これがフイリピンの一般大

衆のためになるどころが、その逆ということ

が多いそうです。建設予定地の住民は立ち退

きで住む場所を失tょ 建_4された港に人って

来るのは、日本の大型トロール損船たそうで

す。こうした船がそのあたりの点を大■に損

19、小さな魚まてとってしまうのてす。

(中83)私 に出来ることは、フイリピンでの

ささやかな体験を映画や亡テ才を通して、あ

るいは今日のように3●しを通して皆様にお伝

えして行<事 です。すでに様々な奉t活 動を

しておられる皆様【こは、もうわか19切ってい

ることばかl_nゎ話してしまったのではないか

と気掛かりです。今日はフイリピンでの映画

製作を通して教えらrtた、分かち合う喜びに

ついてお話しさせて噴きました。
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